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上
野
遊
水
地

６
月
15
日
か
ら 

上
野
遊
水
地 

の
運
用
を
開
始
し
ま
す

〜
市
街
地
や
周
辺
の
洪
水
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
〜

　
上
野
地
域
で
は
、
岩
倉
峡
に
よ
り
木
津
川
の
流
れ
が
阻
ま
れ
、
こ
れ

ま
で
浸
水
被
害
が
多
発
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め

に
、
農
業
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
９
０
０
万
㎥
の
容
量
を

持
つ
上
野
遊
水
地
の
運
用
を
始
め
ま
す
。

洪
水
が
起
こ
っ
た
と
き

次
の
放
送
を
行
い
ま
す

①
警
戒
放
送

　

洪
水
の
越
流 

が
予
想
さ
れ
る
約

１
時
間
30
分
前
に
放
送

【
内　
容
】

　

｢

遊
水
地
内
に
居
ら
れ
る
方
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
遊
水
地
内
に
水
が

流
れ
込
む
恐
れ
が
あ
る
た
め
速
や
か

に
遊
水
地
の
外
へ
退
出
願
い
ま
す
。｣

②
越
流
放
送　

　
洪
水
の
越
流
時
に
放
送

【
内　
容
】　

　
「
遊
水
地
内
に
居
ら
れ
る
方
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
遊
水
地
内
に
水
が

流
れ
込
み
ま
し
た
。
至
急
、
遊
水
地

の
外
へ
退
出
願
い
ま
す
。｣

　
遊
水
地
は
洪
水
時
に
池
と
な
る
た

め
、
警
戒
放
送
、
越
流
放
送
、
巡
視

車
か
ら
の
呼
び
か
け
で
危
険
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
放
送
や
呼
び
か
け
を

聞
い
た
ら
、
す
み
や
か
に
遊
水
地
か

ら
退
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
遊
水
地
機
能
の
仕
組
み

　
川
が
氾
濫
し
た
と
き
の
最

大
水
位
を
下
げ
る
こ
と
で
、

ま
ち
へ
の
氾
濫
を
軽
減
す
る

働
き
が
期
待
で
き
ま
す
。

《通常時》

　川からあふれた水
は「越

えつりゅうてい

流堤」を越え、
一時的に遊水地にた
まります。

《洪水初期》

　川の水位が下がっ
たら「排水門」を開
き、遊水地にためた
水を川へ戻します。

《洪水後期》【
問
い
合
わ
せ
】

○
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
木
津
川
上
流
河
川
事
務
所　
☎
63
・
１
６
１
１

○
公
共
基
盤
推
進
課　
☎
43
・
２
３
２
６　
℻  
43
・
２
３
２
４

川 川 川

*

＊
越
流
…
越
流
堤
を
越
え
て
、
遊
水
地
に

水
が
あ
ふ
れ
出
る
こ
と

※上野遊水地の合計面
　積は 248.5ha

柘植川
服部川

木津川

岩倉峡

木津川
新居遊水地

Ｊ
Ｒ
伊
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上
野
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《凡　例》
　　　越

えつりゅうてい

流堤
　　　排水門

◎
伊賀市役所


